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研究課題別評価 

 

１． 研究課題名：人工触媒で水が付加する反応の位置や立体を制御する 

 

２． 研究者氏名：徳永 信 

 

３． 研究の狙い： 

 

本研究では「水」や「アミン」などの単純な物質を反応剤として活用することを目標に(1)アルキ

ンの水和反応、(2)アルキンのアミノ化反応、(3)エステルの加水分解反応の、3 つのテーマで

研究を展開した。 

(1)においては、採用時点で既に開発していた末端アルキンの水和反応の、選択性改良、収

率改良、触媒回転数の改良、また反応機構の解明などを目標においた。 

(2)においては、採用時点で既に開発していた末端アルキンのヒドロアミノ化反応の有機合成

的応用や反応機構解明などを目標にした。 

(3)においては、高濃度でエステルなどの加水分解反応を行うことができる触媒反応の開発を

目標にした。 

 

４． 研究結果： 

(1)においては、選択性改良、収率改良、触媒回転数の改良に成功した。具体的には、選択性

は、最高でアルデヒド：ケトンが 16：1 程度だったものが 100：0 に、また収率も70％前後から

100％に、また触媒回転数は 7 回程度から100 回以上へと改良できた。基質適用範囲も大幅

に広がった。また反応機構研究も進み、一般的で安定なルテニウム２価ビニリデン錯体では

なく、ルテニウム４価ヒドリドビニリデン錯体を経由することが分かった。 

(2)においては、合成的応用としてインドール類のワンポット合成法を開発した。アリニン類とプ

ロパルギルアルコール類から１段階でインドール類が合成できる実用的な反応である。アミノ

化の機構研究は速度論実験を行いデータは出たが、論文発表には至っていない。 

(3)においては、当初目標とした高濃度でエステルやエーテルなどの加水分解反応を行うこと

ができる触媒反応が開発できた。具体的には、ビニルエステルなどのアルケニルエステルや

ビニルエーテルなどのアルケニルエーテルの加水分解をパラジウム、白金などの金属を用い

て行うことができることを見出した。基質の濃度は 50％前後でも問題ない。 

 

５． 自己評価： 

(1) アルキンの水和反応： 100 点 

(2) アルキンのアミノ化反応： 90 点 

(3) 加水分解反応：  60 点 

総合    70 点 

(3) の加水分解反応は、良い触媒系もみつかり、継続研究課題のメインテーマとして採択され

るに至ったので、最も重要な成果である。またさきがけ採用時にゼロから始めたテーマでもあ

る。しかし、不斉反応化までは行えなかった点で少し減点し60 点とした。継続研究課題でこれ

を補いたい。欲をいえば、課題(3)に対して今後３年で 100 点分くらい上乗せして 160 点くらい

にして丸山先生に成果をお返しできればと考えている。 
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６． 研究総括の見解： 

  アルキンの水和反応では収率の高い方法を開発し、アルキンのアミノ化反応ではインドー

ル誘導体のワンポット合成法を開発し、エステルの加水分解ではパラジウム、白金を触媒とし

てアルケニルエーテルの加水分解法を見出した。いずれも反応機作で新知見が明らかにされ、

権威あるＪＡＣＳ誌などに発表されている。また実用面では複数の特許を申請中である。まさ

に「力量ある有機合成」をめざして研究を展開しており、基礎、実用両面での発展が期待され

る。 
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アルキン水和反応に関するものが(1)、アミノ化に関するものが（2）、加水分解反応に関するも

のが（3）である。 
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